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何かに“いちばん”の自分がいる

学生食堂春風景 ： 満開の桜がパノラマで見ることのできる本学食堂は、市民の方の憩いの場ともなっています。

学生生活のいま  

経済学部現代経済学科 1 年 

原田 明香さん（山口県鴻城高等学校出身） 

    木村 礼佳さん（広島県立御調高等学校出身） 

   今春、徳山大学に入学した 2 人です。原田さんは 

  入学式で新入生代表の宣誓をしました。入学直後の 

ＥＱトレーニングの授業で知り合い、今は学内をよ 

く一緒に行動しています。これから 1 年、広報活動 

にも協力してもらうこととなりました。 

希望に溢れる 1 年のはじまりです。 



2 学園台の風  

 

 

  

徳
山
大
学
は
創
設
以
来
、
「
個
性
の
伸
長
を
本
旨
と
す
る

『
知
・
徳
・
体
』
一
体
の
教
育
を
行
う
」
と
い
う
教
育
理
念
を

掲
げ
、
総
合
的
な
『
人
間
力
』
を
備
え
た
人
材
の
育
成
に
努
め

て
き
ま
し
た
。『
知
』
や
『
体
』
に
代
表
さ
れ
る
諸
能
力a

b
i
l
i
t
y

に
対
し
、
種
々
の
社
会
的
局
面
に
遭
遇
し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
能

力
を
ど
の
方
向
に
生
か
し
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
良
い
結
果
・

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
要
因
と
な
る
能
力
が

「
徳
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
「
徳
」
を
従
来
的
な
“v

i
r
t
u
e

”

と
い
う
意
味
合
い
に
留
ま
ら
ず
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題

に
則
し
てc

o
m
p
e
t
e
n
c
y

（
※
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
と
捉
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
本
学
の
「
Ｅ
Ｑ
教
育
」
で
す
。
Ｅ

Ｑ
はE

m
o
t
i
o
n
a
l
 Q
u
o
t
i
e
n
t

（
こ
こ
ろ
の
知
能
指
数
）
の
略
で
、

Ｉ
Ｑ
（I

n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e
 Q
u
o
t
i
e
n
t

：
知
能
指
数
）
に
対
比
さ
れ

る
概
念
で
す
。
自
己
を
正
し
く
認
知
し
制
御
す
る
能
力
、
他
者

を
思
い
や
り
長
所
・
短
所
を
理
解
し
て
協
力
体
制
を
作
り
上
げ

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
な
ど
を
さ
し
ま
す
。
社
会
の
な
か
で
自
立
し
た
人
間

と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
総
合
的
な
「
人
間
力
」
の
育
成
の

た
め
、
徳
山
大
学
で
は
“
Ｅ
Ｑ
を
意
識
的
な
育
成
の
対
象
と 

捕
ら
え
”
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
卒
業
ま
で
の
一
貫
し

た
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
提
供
し
て
き
ま
し
た
。 

   

他
大
学
に
は
類
例
の
な
い
特

徴
的
な
教
育
内
容
を
誇
る
も

の
で
す
が
、
問
題
も
あ
り
ま
し

た
。
『
Ｅ
Ｑ
教
育
』
は
ま
だ
新

し
い
分
野
で
、
学
術
的
に
裏
打

ち
さ
れ
た
確
固
と
し
た
も
の

が
な
い
の
で
す
。
特
に
そ
の
教

育
の
効
果
を
測
定
す
る
ツ
ー

ル
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
ま

せ
ん
。
本
学
の
教
職
員
が
努
力
奮
闘
し
、
学
外
の
専
門
家
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
や
っ
と
の
こ
と
で
作
り
上
げ
て
き
た
の
が
現

在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
し
か
し
、
今
年
度
の
Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
は
嬉
し
い
誤
算
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

合
宿
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し
た
先
輩
学
生
た
ち
の
頑
張

り
、
そ
の
学
生
を
リ
ー
ド
し
た
若
手
教
員
の
情
熱
、
そ
し
て
な

に
よ
り
も
合
宿
全
般
を
通
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
学
生
た
ち
自
身

の
成
長
ぶ
り
の
中
に
、
我
々
の
Ｅ
Ｑ
教
育
の
目
標
と
す
べ
き
も

の
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

学
生
諸
君
に
は
さ
ら
に
「
地
域
に
根
差
し
た
感
覚
を
持
ち
な

が
ら
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
」
姿
勢
を
備
え
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
な
る
の
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
、
高
い
情
報
処
理
技
術
を
持
っ
て
情
報
収
集

を
行
い
問
題
解
決
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
で
す
。
本
学

で
は
昨
年
度
末
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
を
徹
底
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
生
一
人
に
一
台
の
モ
バ

イ
ル
パ
ソ
コ
ン
環
境
の
実
現
を
め
ざ
し
、
各
所
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
配
備
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
い

た
る
と
こ
ろ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
教
室
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
る
授
業
が

徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
講
義
の

e-
learn

in
g

化

を
促
進
す
る
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｍ
Ｓ
）
の
導
入
と
、
学

生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た

め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｋ
：
キ
ャ
ス
ク
）
の

構
築
も
、
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｋ
に
は
Ｅ
Ｑ
診
断

結
果
、
学
習
や
資
格
取
得
の
履
歴
、
学
生
自
身
が
記
入
し
た
キ

ャ
リ
ア
設
計
へ
の
抱
負
、
そ
れ
に
対
す
る
ゼ
ミ
教
員
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
格
納
さ
れ
ま
す
。
こ
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｋ

を
介
し
て
学
生
と
教
職
員
が
対
話
し
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
進
め
て
い
け
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
、

こ
れ
ら
の
学
内
の
情
報
資
源
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
フ
ル
に
活

用
す
る
事
が
で
き
て
初
め
て
、
実
り
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
そ
ん
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の

将
来
像
を
我
々
は
『
徳
山
大
学
サ
イ
バ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
』
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
た
一
歩
を
、
今
年
度
、

踏
み
出
し
た
の
で
す
。 

今
後
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
る
と

と
も
に
、「
専
門
教
育
で
得
た
知
識
を
活
か
し
て
地
域
社
会
の
活

性
化
に
資
す
る
能
力
、
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
、
を
育
成
す
る
」
新
し
い

教
育
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
地
域
と
の

連
携
の
も
と
に
考
案
・
構
築
し
、

学
内
に
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、

わ
れ
わ
れ
に
課
さ
れ
た
任
務
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

※ 

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
自
分
自
身
や
仲
間
の
持
つ
能
力
を
上
手
く
運
用
し
、
グ

ル
ー
プ
全
体
と
し
て
高
い
成
果
を
あ
げ
る
能
力
で
、
現
代
社
会
が
求
め
る
最
も
重

要
な
能
力
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

徳山大学のいま 
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今
春
着
任
の
、
６
人
の
教
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

                         

             
 

 
 

 

     

 
 

        

徳山大学のいま 

長
澤 

雅
彦
（
経
済
学
部
教
授
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

秋
田
県
生
ま
れ
。
専
門
は
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
。

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
後
、
映
画
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
脚
本
家
、
監
督
を
務
め
る
。
メ
デ

ィ
ア
開
発
実
習
、
シ
ナ
リ
オ
論
な
ど
の
授
業
を
担

当
。
「
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
、
『
こ
う
い
う
こ
と
を
教
え
て
欲
し
い
』

と
い
う
こ
と
を
、
ど
ん
ど
ん
言
っ
て
き
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
」
答
え
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
も
答

石
川 

英
樹
（
経
済
学
部
教
授
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
口
県
生
ま
れ
。
専
門
は
経
済
政
策
。 

一
橋
大
学
を
卒
業
後
、
三
和
銀
行
、
国
民
経
済
研

究
協
会
、
長
岡
大
学
に
勤
務
。
経
済
学
、
経
済
政

策
な
ど
の
授
業
を
担
当
。
「
学
生
の
皆
さ
ん
の
将

来
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
」 

石
井 

拓
（
経
済
学
部
准
教
授
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
城
県
生
ま
れ
。
専
門
は
行
動
分
析
学
、
実
験
心

理
学
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
後

期
博
士
課
程
単
位
修
得
修
了
（
博
士
（
心
理
学
）
）
。

行
動
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
意
思
決
定
科
学
な
ど
の
授

業
を
担
当
。
「
卒
業
後
も
役
立
つ
よ
う
に
、
Ｅ
Ｑ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
」 

木
村 

眞
実
（
経
済
学
部
准
教
授
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
岡
県
生
ま
れ
。
専
門
は
会
計
学
（
環
境
会
計
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
府
経
済
シ
ス
テ
ム

専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
修
了
（
修
士

（
経
済
学
）
）
。
簿
記
原
理
、
会
計
学
原
理
な
ど

の
授
業
を
担
当
。
「
皆
さ
ん
は
、
売
上
高
と
利
益

の
違
い
が
わ
か
り
ま
す
か
？
私
の
担
当
科
目
の

「
簿
記
原
理
」で
、
一
緒
に
、
利
益
の
計
算
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
！
」 

赤
岡 

広
周
（
経
済
学
部
講
師
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

京
都
府
生
ま
れ
。
専
門
は
経
営
組
織
、
危
機
管

理
。
北
海
道
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
（
博
士
（
経
営
学
）
）
。
経
営
組
織
論
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
授
業
を
担

当
。
「
日
常
生
活
に
活
用
で
き
る
経
営
学
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
」 

 

梅
野 

潤
子
（
福
祉
情
報
学
部
助
教
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
生
ま
れ
。
専
門
は
児
童
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
。
明
治
学
院
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科 

 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
福
祉
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
（
修
士 

（
社
会
福
祉
学
）
）
。
相
談
援
助
の
理
論
と
方
法
な 

ど
の
授
業
を
担
当
。
「
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し

く
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
の
社
会
的
な
支

援
の
方
法
に
つ
い
て
、
と
も
に
学
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。
」 

 岡野 啓介 新学長 

■任期 平成 22 年 4 月 1日～平成 26 年 3 月 31 日 

■大阪府出身 ■専門分野 理論物理学・情報教育 

■略歴 

 早稲田大学大学院・理工学研究科博士課程修了（理学博士） 

1982 年 早稲田大学理工学部・物理学科・助手（1985 年まで） 

1985 年 西独ジーゲン大学・物理学科・助手（1990 年まで）  

1990 年 徳山大学着任（助教授）1999 年 徳山大学教授 

1997 年 米国カリフォルニア大学ロザンジェルス校・客員研究員

2005 年 経済学部長就任（現在に至る） 
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ち  

            

徳山大学のいま 

2010 

４月 

学内風景 

 

４
月
１４
日
山
口
県
立
徳
山
商
工
高
等
学
校
の
２
年
生
全
員

を
対
象
に
、
Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
出
張
授
業
が
徳
山
商
工
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
齊
藤
由
里
恵
准
教
授

の
指
導
の
も
と
、
本
学
学
生
１５
名
が
補
助
学
生
と
し
て
加
わ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
に
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
最
初

と
ま
ど
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、 

徐
々
に
、
学
生
の
リ
ー
ド
に
慣
れ 

て
ゆ
き
、
充
実
し
た
授
業
と
な
り 

ま
し
た
。
ま
た
、
補
助
本
学
学
生 

と
っ
て
も
、
貴
重
な
経
験
と
な
り 

ま
し
た
。
本
学
で
は
今
後
も
高
大 

連
携
の
一
環
と
し
て
、
出
張
講
義 

を
続
け
て
参
り
ま
す
。 

今春は寒い日が続き、桜も咲

いていいのか、どうなのか、

迷うほどの日々でしたね。学

内には、山桜や、ソメイヨシ

ノ、ヤエザクラ、ボタンザク

ラなど約３００本の桜が、見

事に咲き、私たちも、とても

心をなごまされました。 現代経済学科１年 原田さん木村さん 

夏のオープンキャンパス 

  

７月 17 日（土） 

 8 月 8 日（土）＆9 日（日） 

 9 月 18 日（土）  各日：11：00～15：30 

 

本学のオープンキャンパスは、在学生が運営

するユニークな見学会です。 

ぜひ、この夏 

徳山大学に 

     お越しください。 

     お待ちしています！ 




